
 

令和 3 年度 下水道事業 経営比較分析表 
 

 経営比較分析表（総務省の指導により平成 26 年度決算から全自治体において

公表）に用いられる「経営及び施設の状況を表す経営指標」を活用し、本市に

おける経営指標の経年比較や中核市との比較を行います。 

  

（１）経常収支比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）累積欠損金比率  

 

 

 

 

 

 

 

（３）流動比率（支払能力） 

経常収支比率は、当該年度における使用料収入や一般会計からの繰入金等

の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているか、経常損

益を表す指標であり、単年度の収支が黒字であることを示す 100％以上とな

っていることが必要です。 

【算出式】            経常収益 
                 経常費用 

本市の経常収支比率は、100％

を超えており、平成初期から積極的

に進めてきた汚水管の整備や、近

年、積極的に進めている浸水対策

事業の減価償却費により、経常費

用が多くなっている。一般会計から

の繰入金により経常収益で経常費

用を賄っている状況です。 

経常収支比率(%)＝ ×100 

累積欠損金比率は、営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた

損失で、前年度からの繰越利益剰余金等でも補てんすることができず、複数

年度にわたって累積した欠損金）の状況を表す指標であり、累積欠損金が発

生していないことを示す 0％であることが求められます。 

【算出式】              当年度未処理欠損金 
                営業収益 － 受託工事収益 

本市では、累積欠損金は発生していません。 

累積欠損金比率(%)＝ ×100 

資料５ 



（３）流動比率（支払能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）企業債残高対事業規模比率（債務残高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流動比率は、短期的な債務に対する支払能力を表す指標であり、1 年以内

に支払うべき債務に対して支払うことができる現金などがある状況を示す

100％以上であることが必要です。 

 【算出式】          流動資産 
                流動負債 

本市の流動比率は、100％を下

回っており、1 年以内に支払わなけ

ればならない負債を、1 年以内に現

金化できる資産で賄えていない状

況です。汚水事業に係る企業債元

金償還金が令和３年度の半分以下

となる令和 10 年度以降は、数値が

改善される見込みです。 

流動比率(%)＝ ×100 

企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であ

り、企業債残高の規模を表す指標です。この比率が高い場合は、投資規模は

適切か、使用料は適切かといった分析を行い、必要な経営改善を図っていく

必要があります。 
【算出式】 

企業債現在高合計 － 一般会計負担額 

          営業収益 － 受託工事収益 － 雨水処理負担金 

本市では、平成初期から積極的

に下水道整備を進めてきたため、

公営企業法適用時には約900億円

を超える企業債残高をかかえてい

ました。 

しかし、企業債の償還が順次終

了しているため、企業債残高が減

少し、企業債残高対事業規模比率

も減少傾向となっています。 

企業債残高対 
事業規模比率(%) 

×100 ＝ 



 

（５）経費回収率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）汚水処理原価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経費回収率は、使用料で回収すべき経費を下水道使用料でどの程度賄えて

いるかを表す指標であり、使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えてい

る状況を示す 100％以上であることが必要です。 

【算出式】             下水道使用料 
                汚水処理費（公費負担分を除く） 

本市の経費回収率は、平成 25

年 10 月に下水道使用料を約 10％

増額改定したことなどに伴い、現在

は概ね 100％に近い数値を維持し

ていますが、汚水処理のために大

阪府へ支払う流域下水道維持負担

金が年々増額となっていることや、

原油高、円安などにより各種経費

の増加により、経費回収率は下落

傾向にあると予想されます。 

経費回収率(%)＝ ×100 

本市の汚水処理原価は、平成

28 年度以降、150 円程度で推移し

ていますが、流域下水道維持負担

金のほか、各種諸経費についても

増額が見込まれることや、下水道使

用量の伸びも見込めないことなどか

ら、汚水処理原価は、今後増加が

見込まれます。 

汚水処理原価は、有収水量 1 ㎥あたりの汚水処理に要した費用であり、汚

水資本費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係るコストを表す指標

です。 

【算出式】           汚水処理費（公費負担分を除く） 
                     年間有収水量 

汚水処理原価(円)＝ 

29 30 R1 R2 R3

枚方市 100.00 100.00 100.00 99.11 98.83

中核市平均 107.11 102.65 102.73 102.16 103.12
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100.00
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106.00
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⑤経費回収率（％）



（７）施設利用率  

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）水洗化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設利用率は、施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する一日平均

処理水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断する指標です。 

【算出式】           晴天時一日平均処理水量 
                 晴天時現在処理能力 

本市は、流域関連公共下水道を採用しており、処理施設を保有していませんの

で、当該指標は該当しません。 

施設利用率(%)＝ ×100 

本市の水洗化率は、平成 30 年

度に住居系地域が概成し、現在は

未承諾地区などの残存地区の解消

を中心に整備を進めていることか

ら、緩やかな増加となっています。 

今後は、費用対効果を検証しな

がら、水洗化率向上に向けた取り

組みを進めていくことが必要です。 

水洗化率は、現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水

処理をしている人口の割合を表す指標であり、公共用水域の水質保全や使用

料収入の増加等の観点から100％となっていることが望ましい指標ですが、

当該指標の向上を図るため、新たに管渠を整備することは、地理的要因等に

より整備に係る費用が増大するため、費用対効果を検証し、将来の見込みも

踏まえた分析が必要です。 

【算出式】            現在水洗便所設置済人口 
                  現在処理区域内人口 

水洗化率(%)＝ ×100 

29 30 R1 R2 R3

枚方市 97.03 96.98 97.26 97.33 97.52

中核市平均 98.76 95.94 96.74 94.80 97.79
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⑧水洗化率（％）



 

（９）有形固定資産減価償却率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）管渠老朽化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の有形固定資産減価償却

率は、年々増加していますが、令

和 3 年度は、中核市の平均値を下

回っています。 

増加傾向にあるため、老朽化し

た施設について、計画的な更新を

行っていく必要があります。 

有形固定資産減価償却率は、有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却

がどの程度進んでいるかを表す指標で、資産の老朽化度合いを示しています。 

【算出式】           

有形固定資産減価償却累計額 
           有形固定資産のうち、償却対象資産の帳簿原価 

有形固定資産 
減価償却率(%) ×100 ＝ 

本市の管渠老朽化率は中核市

の平均値を下回っていますが、今

後、一斉に管渠の更新時期を迎え

ることから、「下水道ストックマネジメ

ント計画」に基づき、既設管渠の適

切な維持管理と更新事業を計画的

に進めていく必要があります。 

管渠老朽化率は、法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を表した指標で、

管渠の老朽化度合いを示しています。 

【算出式】           

法定耐用年数を経過した管渠延長 
                 下水道布設延長 
管渠老朽化率(%) ×100 ＝ 

29 30 R1 R2 R3

枚方市 2.65 1.89 2.20 2.62 3.05

中核市平均 6.92 6.29 9.70 7.43 12.00
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⑩管渠老朽化率



 

（１１）管渠改善率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の管渠改善率については、

新規整備を中心に事業を進めてき

たことから、中核市平均値を下回っ

ています。 

今後は「下水道ストックマネジメン

ト計画」に基づき、計画的に既設管

渠の更新を行っていく必要がありま

す。 

管渠改善率は、当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠

の更新ペースや状況を把握することができます。 

【算出式】           

改善（更新・改良・維持）管渠延長 
                 下水道布設延長 

管渠改善率(%) ×100 ＝ 

29 30 R1 R2 R3

枚方市 0.12 0.02 0.03 0.04 0.01

中核市平均 0.21 0.18 0.19 0.15 0.29
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⑪管渠改善率


